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要重介護者の色彩快適環境の研究（第一報）

和洋女子短大　○我妻美奈子　立正人非常勤　永田俊明　立正人　三友雅夫

目的：“ねまぎの色彩嗜好については、本学会第40回・41回･ 42回大会で研究報告した

ところであるが、本研究はその延長線上の研究である。生活科学の視点からは、何をもっ

て快適環境と受けとめるかは、文化・風俗・習慣・学習の成果などに影響されると考えら

れるが、本研究では、色彩環境に焦点をおき、介護者の視点からみた快適環境につき分析

することを目的とした。

　色彩による刺激は、精神的な安定感、心理的さわやかさ、心のぬくもり、やすらぎなど

の心象を生みだすと思考するが。在宅療養者及びその家族にとって、どの色彩がどんな心

象を生みだすのかが、本研究の課題である。

方法：①調査期間－1992年７月～1992年９月、郵送法（質問紙法）によって調査を実施。

配票数1,850、うち有効票は907であった。②調査対象‐特別養護老人ホーム寮母593名、

介護福祉専門学校生207名、家政婦107名。③調査項目‐対象者属性、快適環境について、

色彩イメージ及び要介護老人の情緒的に安定する“ねまぎの色彩などの質問項目を設定。

④データ処理－FACOM M-760を使用し、SASにより解析を行った。

結果：①対象者・年齢・性別で、“ねまぎの色彩嗜好性に差があることが明らかになっ

た。②色彩イメージの全体構造が明らかになった。③対象者・年齢・性別の色彩イメージ

構造に差がみられた。なお、色彩（青、緑、茶、灰色系統）の言語イメージ（空間）に占

める快適性の因子分析結果等については、発表時に資料を配布して報告する。

2 Fa- 2 19 8 1～19 92年の服飾ディテイル表現の推移

聖徳大短大　中川喜美子　Ｏ菱沼久恵　田汲順子　大塚美智子

　（目的）ファッションは社会経済情勢を反映するものであり、多様化する現代の消費動向、

ライフスタイルを端的に表現している。本研究では大きな社会経済変動を遂げた198 1

～1992年の服飾デザインに表現されるファッション動向を明確にするため、婦人服ファ

ッショングラビアについてイメージ分析を行い、服飾ディテイルの時系列的推移について

検討を行った。

　（方法）資料はファッションスタイルブック３誌、1981～1992年春夏、秋冬に掲

載された婦人服グラビア846点である。各グラビアのイメージをデザイン、ディテイル、

素材、色、柄等の1 8アイテム、159カテゴリーに分類した。なお、デザインイメージ

については、日本カラーデザイン研究所のイメージスケールPAT. 1106334に従った。デー

タの分析は、主成分分析および各アイテム別のクロス集計により、時系列的に検討した。

　（結果）1.服飾イメージを構成する14アイテムの主成分分析の結果、第１主成分は衣

服のトータルイメージを表す因子、第２主成分は服飾ディテイルの因子であると考えられ

る。 2.服飾デザインにみられるファッショントレントは、1980年代後半からの社会

経済変動を契機にカジュアルから個性化へと急激な転換を示す。 3.衣服の色彩は、1 9

80年代はカジュアル、スポーティーを象徴する色彩の出現率が高いが、1990年代に

は派手でビビッドな色彩の出現率が高くなり、個性化傾向が明確に現れている。 4. ボタ

ンのサイズは198 1～199 2年の間に徐々に大きくなり、ボタンが服飾ディテイルと

してクローズアップされ、個性化傾向は、ボタンにも及んでいる。
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